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降雪起源特定に向けた短時間スケールの化学特性解析

Chemical property analysis of short time scale to determine snowfall

source
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　気候変動により現状と異なる気象事象の発生が予測される．この影響を求めるため，将来の予測精度を高め

る取り組みを進めなければならない．また，現状の現象を緻密に特徴付ける必要もある．以上を踏まえて，雪

環境を対象に現況の特徴を化学的に導出することを試みている．水資源への積雪依存度の高い阿賀野川を中心

にイオン組成と濃度特性，安定同位体比より降雪起源の特定に向けた解析を進めた．既に本研究は2014年よ

り継続して実施しており，阿賀野川では流域の上流域で日本海起源以外の降雪起源が存在することを明らかに

している．特に，流域北部の上流域の猪苗代湖北側は地域固有の降雪起源を示唆する化学特徴を示した(鈴木

ら，2018)．この結果をふまえて，現在は短時間スケールの降雪現象の化学特性を把握するための調査解析に

取り組んでいる（2016～2018）．流域の上流域に位置する福島，桧原，米沢で降雪時にサンプリングを行

い，各日で取得した試料を化学分析することで，短時間スケールの降雪起源を追跡することを試みた． 

 

　本研究の結果をまとめると，2018年1月22～25日は南高東低と強力な西高東低の気圧配置が認められ，分

析結果より得られる結果も気象状況に敏感に反応し，3地点で特徴的な降雪起源の影響が認められた．空間的

なタイムラグの差異が明らかにされた．
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